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町⺠のきずなを維持・発展させ、次世代を育み、ふるさとを繋いでいく
ための取組を取りまとめました。 

 

 

 

 

 

Ⅵ章 町⺠のきずな・結びつき 



 

 

Ⅵ章 
 
1. 町⺠の
○町民の

町民の

う次の

 

（１）町
機

（２）町
提
円

 

 

 

町外

祭り

トを

町⺠の

のきずなの
の強いきず

の皆様が、双

のような施策

町⺠の交流 
機会の確保 

町からの情報
提供の充実
円滑化 

主なご意

外拠点で、ダ

り、盆踊りな

を開催したい

のきず

の維持・発
なこそが、

双葉町との

策に取り組

①交流

②交流

報 
・ 

①情報

②情報

⾒

町民同士の

を設けてほ

ダルマ市、夏

などのイベン

い。 

ずな・結

発展に向
長期にわ

のつながりを

組みます。

流活動への支

流拠点の確保

報提供の充実

報発信の円滑

の交流機会

ほしい。 

夏

ン

タブ

信（双

ーシ

活用す

86 

結びつ

向けた取組
わたる双葉町

を保ちなが

支援 

保・活用 

実化 

滑化 

帰

崩
会

レットを情

双方向コミュ

ョン）の場と

すればよい。

つき 

組 
町の復興を

がら、避難先

ⅰ 交流

ⅱ 交流

交流

ⅰ 町民

ⅱ 分か

ⅰ 多様

ⅱ ソー

よる

還しても地

れることが心

情報発

ュニケ

として

。 

を支える土台

先で安心し

組織の設立

機会の創出

流拠点の確保

のニーズに

りやすい情

な手段によ

ーシャルメ

対話型広報

地区のきずな

心配だ。 

双葉町民

の地域の

点を活用

してほし

台です。町

した生活を過

立・運営支

出 

保・活用 

に沿った情

情報提供 

よる情報発

メディア等

報 

なが

民だけでなく

の人々も町

用できるよ

しい。 

町としても、

過ごせるよ

支援 

情報提供 

発信 

等の活用に

く、別

町外拠

ように

、

よ

に



 

 

（１）

①交流

ⅰ 交
○既

治

域

○ま

支

ⅱ 交
○福

援

引

○ま

催

○さ

ベ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○国の

ュニ

支援

○町民

協働

町民

での

○今後

を広

コラ

○長塚

って

台応

○子ど

合戦

でい

コラ

 町⺠の交

流活動への⽀

交流組織の
既存の自治会

治会への加入

域については

また、生活サ

支援します。

交流機会の
福島県いわき

援員（愛称

引き続き取り

また、今年６

催に努める等

らに、南台

ベントの企画

の復興支援員

ニティの維持

援・広報支援

民のニーズを

働しながらコ

民の主体的な

の広報活動を

後は、町の復

広げる予定で

ラム① 

塚地区の消防

て、双葉町伝

応急仮設住宅

どもからお年

戦」への参加

います。 

ラム② 

交流機会の

⽀援 

の設⽴・運営
会組織につ

入促進等を

は、自治会

サポート補

 

の創出 
き市・福島

：ふたさぽ

り組みます

６年ぶりに

等、町民の

台応急仮設

画について

 

員制度を活用

持・発展を図

援・映像等制

を把握し、交

コミュニティ

な活動等を取

を行っていま

復興の状況を

です。 

南台応急
防団員を中心

伝統のダルマ

宅のイベン

年寄りまで多

加・観戦や、

の確保 

営⽀援 
ついては、そ

を通じ、その

会組織の設立

補助金による

島県郡山市

ぽ）等との連

す。 

に開催された

の交流機会の

設住宅で再開

ても、その引

復興⽀
用し、避難先

図ることを

制作支援の活

交流に向けた

ィ支援活動に

取材・撮影

ます。 

を踏まえ、復

急仮設住宅
心とした団体

マ市が震災の

ト広場で再開

多くの方が訪

、縁起物のダ

87 

その活動内

の運営支援

立支援等に

る交通費支

・埼玉県加

連携により

た「双葉町

の創出に町

開されてい

引き続きの

⽀援員（ふ
先における

目的に、コ

活動を行っ

たサポート

に取り組む

し、様々な

復興支援員

宅における
体「夢ふた

の翌年から

開されてい

訪れ、「巨大

ダルマの購

内容について

援に取り組み

に引き続き取

支援等を通じ

加須市の３拠

、各種の交

町敬老会」や

町としても引

いる伝統のダ

の支援に向け

ふたさぽ）
町民のコミ

ミュニティ

ています。

など町民と

とともに、

手段・媒体

の活動の幅

る伝統のダ
たば人」によ

いわき市南

ます。 

大ダルマ引き

購入を楽しん

Ⅵ章

ての町から

みます。ま

取り組みま

じて、行政

拠点に分か

交流会・交

や、「集まれ

引き続き取

ダルマ市等

けて取り組

 
ミ

 

と

体

幅

ダルマ市再
よ

南

き

ん

ダ

章 町⺠のき

らの広報の充

また、自治会

ます。 

政区総会への

かれて活動す

交流イベン

れ！ふたば

取り組みます

等、町民主体

組みます。 

再開 

活動の様子

ダルマ市の様

きずな・結び

充実や、自

会のない地

の参加等を

する復興支

トの開催に

っ子」の開

す。 

体の交流イ

子 

様子 

びつき

自

地

を

支

に

開

イ



 

 

②交流
○町

き

○今

を

 

（２）

①情報

ⅰ 町
○町

し

様

ⅱ 分
○今

○ま

格

進

ま

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○中野

が行

復興

○こう

に係

やす

てい

どの

ータ

を目

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ

－掲載

・復興

・イン

・除染

・中間

・福島

・町内

・復興

画な

流拠点の確保
町民交流施設

市）、「ふた

今後、勿来酒

を聞きながら

 町からの

報提供の充実

町⺠のニー
町公式ホーム

し、双葉町内

様の声を聞き

分かりやす
今後とも引き

また、中野地

格的に動き出

進捗を町民に

ます。 

野地区復興産

行われている

興事業が動き

うした中、町

係る取組を

すく、リアル

いくため、町

の機能も組

タルサイトを

目指して公開

ラム 

載内容（想定

興・復旧に向

ンフラ復旧状

染の状況 

間貯蔵施設の

島第一原子力

内の放射線量

興まちづくり

などの各種計

（右）ポータ

保・活⽤ 
設として、

たば交流広

酒井地区復

ら、町民の

の情報提供

実化 

ーズに沿った
ムページ、

内の復興や

きながら、

すい情報提供
き続き、情

地区復興産

出す中、町

にリアルタ

 

産業拠点に

るＪＲ双葉駅

き出し、双葉

町内の復興

を正確かつ分

ルタイムで発

町民の意見集

組み込んだ復

を、平成 29

開します。 

定）－ 

向けた町の取組

状況 

の状況 

力発電所の状況

量の状況 

り計画及び復興

計画 

タルサイトの

「せんだん

広場」（埼玉

復興公営住宅

の交流拠点の

供の充実

た情報提供
タブレッ

や線量の最新

町民の皆様

供 
情報を受け取

産業拠点を起

町民の声を集

イムで発信

復興
おける「働

駅西側・新市

葉町の復興

・復旧

分かり

発信し

集約な

復興ポ

9 年春

組状況 

況 

興整備計

のイメージ

88 

ん広場」（福

玉県加須市）

宅に整備が

の確保・有

・円滑化

供 
ト、広報誌

新情報や、

様が知りた

取る側が分

起点にいよ

集約してま

信するため

興ポータル
く拠点」の

市街地ゾー

興まちづくり

島県郡山市

）が設置さ

が予定されて

有効活用に努

誌等の媒体や

避難先での

たい情報発信

分かりやすい

よいよ双葉町

まちづくりに

め、新たに復

ルサイト
整備に加え

ンを皮切り

りが本格化し

市）、「ふたぱ

されています

ている集会

努めます。

や、町政懇

の町民の活

信の充実に

い情報提供

町内の復興

に反映させ

復興ポータ

、今後は、

に、いよい

します。 

ぱーく」（福

す。 

会所も含め、

 

懇談会の機会

活動状況等、

に取り組みま

供に取り組み

興まちづく

せるとともに

タルサイトを

平成 28 年

よ帰還困難

福島県いわ

、町民の声

会等を活用

、町民の皆

ます。 

みます。

り事業が本

に、復興の

を立ち上げ

年度に除染

難区域でも

わ

声

用

皆

本

の

げ



 

 

②情報

ⅰ 多
○避

に

等

り

ⅱ ソ
○町

ケ

ほ

し

○ま

シ

習

○今

の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソー

やりと

ェイス

ス）、

のメッ

いろ

は、ル

注意が

双葉

コ

報発信の円滑

多様な⼿段
避難をしてい

に情報が伝わ

等）、ラジオ

組みます。

ソーシャル
町からの一方

ケーションを

ほか、ユーチ

した情報発信

また、町民の

システム事業

習会等を実施

今後とも引き

の皆様のニー

ーシャルメデ

とりができる

スブック）や

YouTube

ッセージング

ろいろな人が

ルールやモラ

が必要です。

葉町において

ラム 

滑化 

段による情報
いる町民に

わるよう、

オ（ＦＭいわ

 

ルメディア等
方的な情報

を可能とす

チューブ、

信を行って

の皆様がこ

業により各

施してきま

き続き、ソ

ーズに応じ

 

ディアとは、

る双方向のメ

や Twitter

（ユーチュ

グアプリがあ

がその情報

ラル、マナー

。 

ても、情報の

報発信 
には様々な世

インターネ

わき）等、様

等の活⽤に
報提供のみで

するため、公

フェイスブ

ています。

これらのメデ

各家庭に配布

ました。 

ソーシャルメ

じた情報発信

ソ
、インターネ

メディアで

（ツイッター

ーブ）やニ

あります。

報を入手でき

ーを守って利

の発信に当た
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世代の方が

ネット（公

様々な媒体

による対話型
ではなく、

公式ホーム

ブック、ツ

ディアを十

布したタブ

メディア等

信の充実に

ーシャルメ
ネットを利

あり、代表

ー）等のＳ

ニコニコ動画

 

きる可能性が

利用し、思

たっては、個

 参考

がいることを

式ホームペ

体・手段を活

型広報 
町民同士や

ムページや広

ツイッター等

十分に活用で

ブレット端末

等を活用した

に取り組みま

メディア 
用して誰で

表的なものと

ＮＳ（ソー

画等の動画共

があるため、

いがけない

個人情報等に

考：平成 27
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を踏まえ、

ページ等）、

活用した情

や町民と町

広報ふたば

等のソーシ

できるよう

末について

た対話型の

ます。 

でも手軽に情

として、ブロ

シャルネッ

共有サイト、

、ソーシャ

トラブルに

に配慮した掲

7 年版情報通

章 町⺠のき

より多くの

広報紙（広

情報発信に引

町との双方向

ばを通じた情

シャルメディ

う、ＩＣＴき

て、その使用

の広報を活用

情報を発信し

ログ、Faceb

ットワーキン

、LINE（ラ

ルメディア

に巻き込まれ

掲載に努めて

通信白書（総務

きずな・結び

の方に迅速

広報ふたば

引き続き取

向コミュニ

情報提供の

ィアを活用

きずな支援

用方法の講

用し、町民

し、相互の

book（フ

ングサービ

ライン）等

アへの投稿

れないよう

ています。

務省）より

びつき

速

ば

取

ニ

の

用

援

講

民
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2. 次世代を育み、ふるさとを繋いでいくための取組 
○双葉町を再興させるためには、町の将来を担う次世代を育み、ふるさとへの思いを繋い

ていく取組が必要です。町として、次のような施策に取り組むことにより、ふるさと双

葉町を未来に繋いでいきます。 

 

（１）双葉町を担う
次世代の育成 

①次世代リーダーの育成 次世代リーダーの育成 

②子育て支援 子育て支援 

（２）教育環境の 
充実 

①双葉町立学校における

魅力ある教育の推進 

ⅰ 町独自の教育方針・教育内容・地域

教育の推進 

ⅱ 学びを支援する環境整備・学習支援

②避難先における子ども

たちの支援・きずなの

維持 

ⅰ 安心して教育を受けられる体制の

整備 

ⅱ 子どもたちのきずなの維持 

③社会教育の推進 
ⅰ 生涯学習事業の実施 

ⅱ スポーツ振興 

（３）ふるさとの荒
廃の防⽌等 

①ふるさとの現状調査・管

理・保全等 

ⅰ インフラ等の被害状況調査・復旧 

ⅱ 倒壊建物の撤去・危険建物の 

応急修理・除却等 

ⅲ 防犯・防火対策 

ⅳ 野生鳥獣への対策 

ⅴ 環境保全・放射線量の低減 

②一時帰宅の改善 一時帰宅の改善 

③墓参への支援等 
ⅰ 既存墓地の保全 

ⅱ 新たな墓地の整備・管理 

（４）双葉町の歴
史・伝統・⽂化
の記録と継承 

双葉町の歴史・伝統・文

化の記録と継承 

ⅰ 文化財・伝統文化等の保存・管理 

ⅱ 学校教育との連携・伝統行事開催等

の支援 

（５）震災・事故の
教訓と復興の
過程の記録・ 
発信・伝承 

震災・事故の教訓と復興の

過程の記録・発信・伝承 

ⅰ アーカイブ化・記録誌の編纂 

ⅱ 震災・事故の経験や教訓・復興への

取組を発信 

 

  



 

 

 

 

 

「移

する

防

て

主なご意⾒

移動ママサロ

るイベントも

自分がやっ

にも双葉町

をやってほ

町民同士の

を設けてほ

防犯カメラ

てほしい。 

せんだん、盆

マニュアル

どうか。 

 

⾒

ロン」を開催

も面白い。 

っていたよう

町の歴史・伝

ほしい。 

の交流機会

ほしい。 

を増やし

盆踊りの映像

ルづくりをし

用事が

もを預

催

季節

よう

てほ

うに、子ども

伝統・文化の

学

像化や

しては
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があった時に

預けられれば

の花を楽し

な環境整備

しい。 

もたち

の継承

学校の校歌を

に、子ど

ば良い。

しめる

備をし

帰還ま

だと思う

史を忘

ってほ

残したい。

Ⅵ章

若い人でも

れば、やる

まれた方が

に行きやす

一時帰宅

場をつく

での道のり

うが、これま

れさせない

しい。

高校

がど

のか

章 町⺠のき

も「役」を頼ま

と思う。何か

がイベントな

すい。 

宅者用に交流

くってほしい

りは大変

までの歴

い町にな

校受験を控え

どう手続した

かわからない

きずな・結び

まれ

か頼

など

流の

い。

えている

たらいい

い。 

びつき



 

 

（１）

①次世
○国

し

若

○町

コ

織

場

○ま

援

○こ

元

世

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「夢

震災

組を

○「ぐ

画推

メ」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ

 双葉町を

世代リーダー
国や福島県な

していますが

若者が活躍し

町としてもア

ーディネー

織やイベン

場所づくりに

また、既存の

援に合わせて

このような取

元ＮＰＯ等と

世代リーダー

 

夢ふたば人」

災の翌年から

をしています

ぐるぐるユニ

推進協議会」

」を出店する

ラム 

を担う次世

ーの育成 
などの行政

が、双葉町

し、これか

アンテナを

ート・マッ

ト団体の組

に取り組み

の団体や新

て取り組み

取組に、町

と連携した

ーの確保・

 

「
は、長塚地

ら、いわき市

す。 

ニット」は、

」として組織

る等の活動を

「夢

世代の育成

政機関を始め

町を本当の意

からの双葉町

を高く張り、

ッチング支援

組成支援を行

みます。 

新たに組成さ

みます。 

町立幼稚園

た交流イベン

育成を進め

「夢ふたば
区の消防団

市南台応急仮

、双葉町出身

織され、平成

を行ってい

夢ふたば人」
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成 

め、多様な

意味で復興

町を創って

、志の高い人

援その他の

行うこと等

された団体

・小・中学

ントの企画

めます。

ば⼈」と「ぐる
団員である若

仮設住宅に

身や双葉町に

成 28 年１月

ます。 

 盆踊り 

な主体が双葉

興させていく

ていく必要が

人材の発掘

の民間主体に

等により、町

体に対しては

学校による教

画等を合わせ

るぐるユニッ
若者を中心に

おいて、伝統

にゆかりの

月に行われ

    「

葉町の復興

くためには

があります

掘に努めると

による地域

町の若者が

は、引き続

教育の充実

せて行うこ

ット」 
に組織された

統のダルマ

ある若者を

たダルマ市

「ぐるぐるユニ

興に向けた活

は、町の次世

す。 

とともに、情

域密着のまち

が活躍し、成

続き、その活

実や、復興支

こと等によ

た有志の団体

市を開催す

を中心とする

市で「よっち

ニット」 ダ

活動を展開

世代を担う

情報提供、

ちづくり組

成長できる

活動への支

支援員や地

り、町の次

体として、

する等の取

る「若者企

ちゃんスル

ダルマ市 

開

う

組

る

支

地

次



 

 

②⼦育
 ○子

事

○双

す

づ

へ

い

○今

を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○双

す

画

年

○こ

次

て

育

○「

は

避

据

域

子

成

コ

育て⽀援 
子育て世代が

事業計画」を

双葉町子ども

すく、たくま

づき、「子育

への支援」、

います。 

今後とも引き

を推進してい

双葉町では、

するために、

画～ふたばっ

年度）を策定

この中で、『

次代を担うふ

て、右表の６

育て支援に取

「双葉町子ど

は、これらの

避難という現

据えて、保護

域、行政が協

子』を育てて

成 27 年３月

コラム 

が安心して

を策定し、

も・子育て

ましく育て

て家庭への

「次世代を

き続き、マ

いきます。

 

双
家庭や地域

「次世代育

っ子 すくす

定しました。

すくすく、

ふたばっ子』

６つの基本方

取り組んでき

ども・子育て

の基本方針を

現状を踏まえ

護者、教育・

協働で『次代

ていくための

月に策定しま

て育児や仕

総合的な取

て支援事業計

て 次世代を

の支援」、「親

を健やかに育

ママサロンや

 

双葉町⼦ど
域の子育てを

育成支援対策

すく はぐく

 

たくましく

を基本理念

方針を設定し

きました。

て支援事業計

を受け継ぎ、

えつつ、未来

・保育従事者

代を担うふた

の支援計画で

ました。 
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事に取り組

取組を進め

計画におい

を担うふた

親子の健康

育む支援体

や子育てサ

ども・⼦育
をめぐる環境

策推進法」に

くみ プラン

く育て 

念とし

し、子

計画」

全町

来を見

者、地

たばっ

で、平

組めるよう

めています。

いては、子育

たばっ子」と

康づくりの支

体制」の大き

サロンの実施

育て⽀援事
境が大きく変

に基づく「双

ン～」（計画

■６つの基

基本方針

基本方針

基本方針

基本方針４

基本方針

基本方針

Ⅵ章

、「双葉町

。 

育てに関す

としており

支援」、「サ

きく４つの

施等、子育

業計画 
変化し、そこ

双葉町次世代

画年間：平成

基本方針 

１ 子育て家

充実 

２ 親子の健

３ 支援が必

の推進 

４ 仕事と子

意識啓発

５ 次世代を

環境づく

６ 子どもが

できる環

章 町⺠のき

町子ども・子

する基本理念

り、この基本

サポートが必

の視点から取

育て支援に向

こで生ずる課

代育成支援後

成 22 年度～

家庭に対する

健康づくり等

必要な親子へ

子育ての両立

発 

を健やかに育

くり 

が安心して遊

環境の整備 

きずな・結び

子育て支援

念を「すく

本理念に基

必要な親子

取り組んで

向けた取組

課題に対応

後期行動計

～平成 26

る支援の

等の充実 

への対応

立支援と

育む地域

遊び、生活

びつき

援

く

基

子

で

組



 

 

（２）

①双葉

ⅰ 町
○双

教

特

○ま

次
 

*Ｉ

*Ａ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ 学
○校

て

授

○更

に

○こ

○ま

を

 

○双葉

す。

更に

がで

ット

書室

他校

てお

○双葉

ョン

「双

いま

 

コラ

 教育環境

葉町⽴学校に

町独⾃の教
双葉町立学校

教育の充実、

特色のある教

また、双葉町

次世代の人材

ＣＴ教育 …

ＡＬＴ … 外

学びを⽀援
校舎内にイン

ています。ま

授業に取り組

更に、福島県

にも努めてい

これらの教育

また、いわき

を開き子ども

葉町立小・中

また、町内

に、いつでも

できる環境を

トの活用、デ

室の充実、さ

校に先駆けて

おります。 

葉町の教育の

ンを見直し、

双葉町教育ビ

ます。 

ラム① 

境の充実 

における魅

教育⽅針・教
校において

各種交流

教育を推進

町の歴史・

材を育成し

… 情報通信技

国語指導助手

援する環境整
ンターネッ

また、デジ

組めるよう

県教育委員

います。 

育環境は継

き市南台応

もたちの学

 

中学校では、

内各学校間の

もどこでもイ

を整え、1 人

デジタル教科

さらには冷暖

ての教育環境

の実態からこ

平成 28 年

ビジョン」で

魅⼒ある教育

教育内容・
て、少人数教

流機会の創設

進します。

伝統・文化

します。 

技術を活用し

手 

整備・学習
ット環境を整

ジタル教科書

ＩＣＴ機器

員会と連携し

継続して整備

応急仮設住宅

学習支援にも

双葉
少人数のよ

の連携により

インターネ

人 1 台のタ

科書の導入、

暖房完備など

境の充実に努

これまでの

年度より新

でスタート
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育の推進

地域教育の
教育やＩＣ

設等、「双葉

化の伝承等

した教育 

習⽀援 
整備し、児

書を導入し

器の充実を

してスクー

備していき

宅集会所と

もあたって

葉町教育ビ
よさを生かし

り、幼・小・

ット

タブレ

、図

ど、

努め

ビジ

しい

して

の推進 
ＣＴ教育*の

葉町教育ビ

等についても

児童生徒が主

し、一人１台

を図っていま

ールカウンセ

きます。 

と町立学校に

ています。

ビジョン 
し個に応じた

中学校教育

双葉

実施、ＡＬ

ジョン」に

も取組を進

主体的に学

台タブレッ

ます。 

セラーを配

において、

た指導ができ

育の一体化に

葉町教育ビジ

ＬＴ*を活用

に沿いなが

進め、町の未

学べる環境が

ット端末を利

配置し、心の

週２回放課

きるよう努

に取り組んで

ジョン 

用した英語

ら、魅力と

未来を担う

が整備され

利活用した

のケア対策

課後学習会

めていま

でいます。 

と

う

れ

た

策

会



 

 

②避難

ⅰ 安
○避

え

○被

中

に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ ⼦
○子

「

提

○あ

な

 

③社会

ⅰ ⽣
○趣

引

 

ⅱ ス
○町

ツ

 

○平成

小中

○幼小

で和

 

 

 

 

 

 

 

 

コラ

難先における

安⼼して教
避難先におい

えています。

被災児童生徒

中学生に対す

に対してこの

⼦どもたち
子どもたちの

「集まれ！ふ

提供します。

あわせて、保

な取組につい

会教育の推進

⽣涯学習事
趣味や生きが

引き続き取り

スポーツ振
町民の体力向

ツの振興に引

成 26 年４月

中学生 11 人

小中学校合同

和気あいあい

「ふ

ラム② 

る⼦どもた

教育を受けら
いて安心し

 

徒就学支援

する就学援

の事業の継

のきずなの
のきずなの

ふたばっ子

 

保護者同士

いても随時

進 

事業の実施 
がいを持つ

り組みます

振興 
向上と心身

引き続き取

月、いわき市

人であったの

同の「ふれあ

いと楽しむ姿

ふれあい集会

たちの⽀援

られる体制
した学校生活

援事業により

援助費（学用

継続を求めて

の維持 
の維持、伝統

子」の開催等

士の交流機会

時検討を進め

つ場として、

す。 

身のリフレッ

取り組みます

双葉町⽴
市で再開した

のが平成 28

あい集会」や

姿がみられ、

会」の様子
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・きずなの

制の整備 
活が送れる

り、幼稚園

用品、給食

ていきます

統文化の継

等により、

会の確保等

めます。

、各避難地

ッシュを図

す。 

⽴幼稚園
た幼稚園・

8 年度は 4

や小中合同の

、幼・小中

      

の維持 

るよう、教育

園就園奨励費

食費等）の支

す。 

継承、学習支

子どもたち

等に努めると

地域において

図るため、関

・⼩・中学
小・中学校

0 人まで増

の和太鼓の

連携教育の

小中合同の

Ⅵ章

育委員会に

費補助金（

支給を行っ

支援、心の

ちの「つど

とともに、

て婦人学級

関係団体と

校 
校も３年目を

増加しました

練習など、

の成果が見ら

の和太鼓の練

章 町⺠のき

において相談

入園料、保

っています。

のケア等を図

どいの場」を

ニーズに応

級等の生涯学

と連携しなが

を迎え、当初

た。 

幼稚園から

られます。 

練習 

きずな・結び

談体制を整

保育料）、小

。今後も国

図るため、

を継続的に

応じた新た

学習事業に

がらスポー

初は園児・

ら中学生ま

びつき

整

小

国

に

た

に

ー



 

 

（３）

①ふる

ⅰ イ

○町

復

ら

ま

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ⅱ 倒

○倒

ど

を

ⅲ 防

○防

利

て

続

ⅳ 野
○野

被

○環

に

グ

求

○ま

避

う

域

対

○ＪＲ

いて

たが

向け

○町と

ます

コ

 ふるさと

るさとの現状

インフラ等

町への帰還に

復旧・管理

ら、引き続き

ます。 

倒壊建物の

倒壊建物の撤

どについて、

を図ります。

防犯・防⽕

防犯・防火に

利便性に配慮

ても、警察署

続き取り組み

野⽣⿃獣へ
野生鳥獣につ

被害が多数報

環境省が実施

、わなの設

マの年間を

めていきま

また、町の有

避難による隊

後継者不足

域連携による

対策を検討し

Ｒ双葉駅から

ては、震災後

が、平成 28

けた取組が始

として、引き

す。 

ラム 

との荒廃の

状調査・管

等の被害状況

に向けては

・保全をし

き町内のイ

の撤去・危険

撤去や危険

関係機関

 

⽕対策 

については

慮しながら

署等の公的

みます。 

への対策 
ついては、

報告されて

施している

設置箇所増

を通した捕

ます。 

有害対象狩

隊員の分散

足等の厳し

る取組の検

します。 

Ｊ
ら町立双葉中

後、橋げたが

8 年度から災

始まっていま

き続き、町内

の防⽌等

管理・保全等

況調査・復

は、町の現状

していくこと

ンフラ等の

険建物の応

険建物の応急

関と協議しな

は、放射線量

ら、その対策

的機関や警備

イノシシ、

ています。

る野生鳥獣の

増設や、ハ

捕獲実施等

狩猟鳥獣捕獲

散、隊員の

しい状況に

検討等を含

Ｒ双葉駅
中学校方面へ

がずれたま

災害復旧事業

ます。 

内のインフ
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等 

復旧 

状を的確に

とが必要で

の被害状況

応急修理・除

急修理・除

ながら引き

量が相当程

策の引き続

備会社等と

、ハクビシ

の捕獲に関

クビシン・

の対策強化

獲隊につい

高齢化、そ

あることか

め、今後に

駅近くの歩道
へと続く歩

まとなって

業による現

ラの復旧作

に把握すると

です。町とし

況を調査し、

除却等 

除却、屋根の

き続き取り組

程度低減して

続きの徹底を

と連携した防

シン、アライ

関し、その引

・アライ

化を国に

いては、

それに伴

から、広

に向けた

道橋の災害
歩道橋につ

ておりまし

状復旧に

作業を進め

とともに、

して、国・

、その復旧

の保全、危

組むことに

ている区域

を国に求め

防犯・防火

イグマ等を

引き続きの

害復旧 

JR 双

インフラ等

県等とも連

旧等に取り組

危険物の除去

により、安全

域における一

めるととも

火パトロール

を中心に、住

の実施を求め

双葉駅近くの歩

等の調査・

連携しなが

組んでいき

去、除草な

全性の確保

一時帰宅の

に、町とし

ル等に引き

住宅等への

めるととも

歩道橋  

が

き

な

保

の

し

き

の

も 



 

 

ⅴ 環
○帰

と

な

○ま

関

 

 ②⼀時

○一

に

○町

28

ィ

け

○今

入

便

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③墓参

ⅰ 既
○既

ⅱ 新
○ま

そ

 

○平成

ンタ

オー

○同施

開さ

ース

 

 

コ

環境保全・
帰還環境の整

して、引き

な放射線量測

また、町内の

関する検討を

時帰宅の改善

一時帰宅につ

に、帰還困難

町民からの要

8 年 12 月現

センターを

けた取組が併

今後とも、帰

入手続の簡素

便性のさらな

参への⽀援等

既存墓地の
既存の墓地に

新たな墓地
また、平成 2

その周辺の道

成 28 年 9

ターの一部を

ープンしま

施設は双葉町

された公共施

ス等を備えて

ラム 

放射線量の
整備に当た

き続きの除

測定と、その

の景観その

を進めます

善 

ついては、平

難区域内の

要望等を踏

現在）まで

を活用した

併せて進め

帰還困難区

素化を防犯

なる向上に

等 

の保全 
について、

地の整備・管
29 年度内に

道路の除染

月 10 日か

を利用し、一

した。 

町の帰還困難

施設であり、

ています。 

の低減 
たっては、放

除染徹底を関

の結果の迅

の他の環境保

す。 

平成 26 年

の道路の応急

踏まえ、帰還

で増加すると

た休憩所が平

められており

区域内であっ

犯・防災の確

に向けて取り

除草等によ

管理 
における双

染要望等と併

双葉町
から、双葉町

一時帰宅者

難区域内で

、水洗トイ
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放射線量を

関係機関に

迅速かつ正確

保全のため

9 月に一般

急復旧が進

還困難区域

とともに、

平成 28 年

ります。

っても放射

確保と併せ

り組みます

よる保全に

双葉町内で新

併せ、取組

町コミュニテ
コミュニテ

向けの休憩

で初めて利用

レや多目的

を低減させる

に求めるとと

確な情報発

め、除草、農

般国道６号の

進み、その安

域への年間の

ＪＲ双葉駅

９月にオー

射線量が相当

せて国に求め

す。 

に引き続き取

新たな共同

組を進めます

ティセンター
ティセ

憩所が

用が再

的スペ

双
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ることが何

ともに、国

発信を行うよ

農地や里山

の自由通行

安全性が向

の立入可能

駅に隣接す

ープンする等

当程度低下

める等、一

取り組みま

同墓地の使用

す。 

ー 

双葉町コミュニ

章 町⺠のき

何よりも重要

国において町

よう、強く求

山の保全管理

行が開始され

向上してきて

能回数が 30

する双葉町

等、利便性の

下している地

一時帰宅の安

ます。 

用が開始で

ニティセンタ

きずな・結び

要です。町

町内の正確

求めます。

理の実施に

れるととも

ています。

0 回（平成

コミュニテ

の向上に向

地域への立

安全性・利

できるよう、

ター外観  

びつき

町

確

 

に

も

 

成

テ

向

立

利

、



 

 

（４）
ⅰ ⽂
○ふ

文

○こ

り

の

継

ⅱ 学
○学

り

 

 

 

 

 

 

 

 

○双

昭

未

音

ー

〇

さ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【双
—

 

一 栴

四

椎

清

あ

二 さ

古

高

誇

あ

三 大

若

未

大

あ

注釈 

＊町民

＊双葉

＊清戸

 双葉町の
⽂化財・伝
ふるさと双葉

文化をこれか

このため、町

・じゃんが

の町の芸能の

継承を目指し

学校教育と
学校教育を通

組みます。

双葉町の文化

昭和 63 年に

未来みつめて

音頭」を平成

ーブ）」にて

「ふたば音頭

されています

コラム 

双葉町民の歌
——未来みつ

栴檀（せんだん

四季をいろどる

椎葉（しいは）

清き流れに 大

ああ 緑あふれ

さくら花咲く 

古きをしのぶ 

高い文化の 薫

誇豊（ほこりゆ

ああ 伝統ふか

大洋波うつ 双

若さみなぎる 

未来みつめて 

大きな夢に は

ああ ゆく手輝

民憲章の主旨を生

葉町は，古来，椎

戸は(キヨト)，迫

の歴史・伝
伝統⽂化等の
葉町を復興

からの双葉

町として、

がら念仏踊

の記録・継

します。 

の連携・伝
通じた町の

 

 

化を次世代に

に制定された

て —」を平

成 28 年６月

て、公開して

頭」は、現在

す。 

歌】     
つめて—— 

ん）芽をふく 

る 阿武隈の山

）の野辺は 風

大地はひらく 

れる 双葉町 

双葉の里に 

清戸（きよと

薫（かおり）を

ゆた）かに 心

かき 双葉町 

双葉の浜に 

集いの灯（あ

力を育て 

はばたく雉子

輝く 双葉町 

生かし，飛躍す

椎葉(標葉)郷とよ

迫(サコ)と表音す

伝統・⽂化
の保存・管
興させ、町を

葉町を担う次

文化財等の

踊り・女宝財

継承に向けた

伝統⾏事開
の歴史・伝統

「双葉町
に継承する

た「双葉町民

平成 27 年 6

月より「Yo

ています。

在もお祭りや

作詞 武内

 作曲 山岡

双葉の空に

山 

風さわやかに

と）の迫（さこ

を残し 

心を結ぶ 

あかり） 

（きじ）よ 

る双葉町を表現

よばれていた。

する。 
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化の記録と
管理 
を次世代に

次世代に継

の保存・移

財踊り・神

た取組を進

開催等の⽀援
統・文化の

町⺠の歌」
取り組みと

民の歌」であ

6 月より、「

outube（ユ

やイベント

内 敏子 
岡 賢舟

こ）は 

現した。

 

と継承 

に繋いでいく

継承していく

移設・修繕を

神楽等の伝統

進め、町の歴

援 
の継承、各種

と「ふたば
として、

ある「— 

ふたば

ーチュ

で披露

【ふた

一 桜か

招く

嬉し

双葉

踊り

みん

二 前田

かく

一度

双葉

踊り

みん

三 歴史

誰れ

幼馴

双葉

踊り

みん

四 西に

福が

起き

双葉

踊り

みん

くためには

くことが必

を行うとと

統芸能や、

歴史・伝統

種イベント

ば⾳頭」 

ば音頭】  

すみに 柳が

柳に つい誘

し恥かし バラ

よいとこ 見

輪になる輪が

な揃って 総

大杉 十万山

れたお山に 

見せたい 盆

よいとこ 太

輪になる輪が

な揃って 総

（むかし） 

を待つやら 

染も お年ご

よいとこ 帰

輪になる輪が

な揃って 総

阿武隈 お化

が来る来る ダ

て転んで 又

よいとこ 根

輪になる輪が

な揃って 総

は、町の歴史

必要です。 

ともに、相馬

標葉せんだ

統・文化の次

ト企画等に引

   作詞 

作曲

が招くよ 

誘われて 

ラが咲く 

見に来てごらん

が花になる 

総おどり総おど

山かくすよ 

ゆかたを着せ

盆おどり 

太鼓がひびく 

が花になる 

総おどり総おど

偲ばす やか

すすきが招く

ごろ 

帰っておいで 

が花になる 

総おどり総おど

化粧すればよ 

ダルマが笑う 

又起きて 

根性どころ 

が花になる 

総おどり総おど

史・伝統・

馬流れ山踊

だん太鼓等

次世代への

引き続き取

藤田 鶴悠芸

 山岡 賢舟

ん 

どり 

せて 

どり 

かたの跡によ

 

どり 

どり 

踊

等

の

取

芸

舟



 

 

（５）
ⅰ ア
○地

こ

記

ま

○町

も

○ま

ブ

ⅱ 震
○将

訪

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平成

の教

図る

未来

○双葉

訓と

町と

ある

コ

 震災・事
アーカイブ
地震・津波・原

このようなこ

記録し、国内

ません。 

町として、震

連携しなが

また、事業主

ブ拠点施設や

震災・事故
将来的には、

訪者等を対象

成７年に起こ

教訓を未来

るため、平成

来センター」

葉町としても

と復興の過程

として、充実

る福島県に求

ラム 

事故の教訓
ブ化・記録誌
原子力発電

ことが二度

内外に広く

震災アーカ

がら、情報

主体である

や復興祈念

故の経験や教
復興ツー

象とした取

 

こった阪神

に活かすこ

成 14 年に兵

」が設置され

も、今般の、

程の国内外へ

実したアーカ

求め、連携

訓と復興の
誌の編纂 
電所事故とい

度と起こらな

伝えるとと

カイブ事業の

報の記録や震

る福島県と連

念公園の早期

教訓・復興
ーリズム等に

取組の検討を

⼈と
・淡路大震

ことを通じて

兵庫県は同

れています

、世界でも類

への情報発

カイブ拠点施

した取組を
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の過程の記

いう世界で

ないよう、

ともに、そ

の実施や震

震災遺産の

連携し、福

期整備に向

興への取組を
によるアー

を進めます

と防災未来
災の経験を

て地域防災力

県の神戸市

す。 

類を見ない複

発信に向けて

施設の整備

を推進します

記録・発

でも類を見な

震災・事故

それを次世代

震災記録誌の

の収集等に取

福島県からの

向けた取組を

を発信 
ーカイブ拠点

す。 

来センター
を語り継ぎ、

力の向上等

市に「人と防

複合災害の

て、施設の立

を事業主体

す。 

（兵庫県
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信・伝承

ない複合災

故の教訓と

代に伝承し

の編纂等を

取り組みま

の情報発信

を進めます

点施設や復

そ

等を

防災

教

地

で

人と

県博物館協会事

章 町⺠のき

承 

災害の被災地

と復旧・復興

していかな

を通じ、周辺

ます。 

信拠点となる

す。 

復興祈念公園

と防災未来セン

事務局ホームペ

きずな・結び

地として、

興の過程を

くてはなり

辺自治体と

るアーカイ

園等への来

ンター外観

ページより）

びつき

を

り

と

イ

来
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